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5月の東京都議会
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緊急要望から　　　で動いた東京都
　5月12日、国民民主党東京都議団は、中東情
勢の緊迫化や麻しんの感染拡大などを踏まえ、
補正予算の編成も含めた7項目の緊急要望を小池
都知事へ提出しました。要望には、中小事業者
の資金繰り支援、原材料・エネルギー対策、福
祉・運輸事業者支援の継続、そして麻しん対策
の強化などが盛り込まれています。
　東京都はこれを受け、5月15日から「麻しん
患者の接触者へのワクチン緊急接種事業」を開
始。要望から3日というスピードでの対応となり
ました。重要なのはここからの実装。施策が必
要な方にしっかり届いているかを引き続き注視
していきます。
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中東情勢や感染症拡大を受け中東情勢や感染症拡大を受け

5月11日、国民民主党東京都議団ライフスタイル
部会で、世田谷区立希望丘青少年交流センター
「アップス」を視察しました。〜39歳の若者を対
象に居場所支援を行う先駆的な施設で、音楽スタ
ジオ、調理室、学習室などを備えたフリースペー
スです。

「子ども・若者」と一括りにされがちな分野です
が、「子ども」と「若者」では抱える課題も支援
のあり方も異なります。地域に「ふらっと立ち寄
れる場所」があることの意味、そして高校卒業以
降の世代をどう支えるかという課題を、現場から
学ばせていただきました。
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